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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文では、球面の余接束内の SO(p)×SO(q)  (p + q = ｎ+1)の作用で不変な特殊 Lagrange部分
多様体の構成および分類をおこなっている。 
Calabi-Yau多様体には複素体積形式の実部をとることにより自然なキャリブレーションが定義され
る。このキャリブレーションによりキャリブレートされる部分多様体は特殊 Lagrange部分多様体と
呼ばれ、Calabi-Yau多様体の中間次元実部分多様体の一種であり、ホモロジー類内での体積最小性
という顕著な性質をもつ。近年、複素 3次元 Calabi-Yau多様体の間のミラー対称性は特殊 Lagrange
トーラスの双対ファイブレーションとして幾何学的に解釈できるという SYZ予想により、弦理論と
の関係から特殊 Lagrange部分多様体が注目を浴びており、盛んに研究が行なわれている。 
球面の余接束内の特殊 Lagrange 部分多様体の構成法は幾つか与えられているが、本論文は、それ
らの統一的な拡張をおこなった。運動量写像を用いて余等質性 1の Lagrange部分多様体を構成し、
これが特殊 Lagrange部分多様体になるための条件を常微分方程式によって与えるという手法であ
る。運動量写像の手法は Joyceらによって、複素 Euclid空間内において用いられているが、平坦で
ない、つまりホロノミー群が特殊ユニタリー群と一致するような Calabi-Yau多様体においても適用
できることが分かった。そのため、本研究における群作用での場合の完全な分類を得ることができた。
また、この常微分方程式の解の相空間を解析することによって特異点の様子および無限遠での漸近挙
動のより詳細な考察をおこなった。この特異点を通る解を滑らかな解に連続的に変形することができ、
特殊 Lagrange部分多様体が連続的な変形で smoothingされる様子が具体的に観測できる。 
さらに、無限遠ではコニホールド上の特殊 Lagrange部分多様体に漸近していることが分かったが、
この考察において、一般次元のコニホールド上の Ricci-flat Kähler 計量の構成をおこなった。これ
は Candelas-de la Ossaが構成した 3次元コニホールド上の Ricci-flat Kähler 計量の拡張となって
いる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
複素多様体の上のケーラー計量でリッチ曲率が零であるようなアインシュタイン計量は，カラビ‐
ヤウ計量と呼ばれる． 多様体に作用するリー群の最大次元の軌道の余次元を余等質性と呼び，余等
質性１の多様体は等質空間の次に対称性の高い空間である．例えば，初等微分幾何での回転面は典型
例である．カラビ‐ヤウ計量の存在・構成の問題は重要で，n次元標準球面（より一般にコンパクト
階数１対称空間）の接束（複素球面）には, 余等質性１の完備カラビ‐ヤウ計量が知られている
（Stenzel計量）．2次元標準球面の接ベクトル束の場合は Eguchi-Hanson 計量と一致する．カラビ
-ヤウ計量に付随する calibrated 部分多様体がスペシャルラグランジュ部分多様体であり，近年理論
物理のミラー対称性を背景にその研究が鼓舞されている．橋本君は，酒井高司氏（当時，数学研究所
特任教員）との共同研究により，Stenzel 計量の理論をよく検討し，「複素球面の Stenzel 計量に関
する余等質性１スペシャルラグランジュ部分多様体を構成・分類する」という問題の研究に取り組ん
だ．修士論文の研究から見事に結実させて，余等質性１群作用が SO(p)×SO(q)の場合に完全な分類
に成功しただけでなく，構成されたスペシャルラグランジュ部分多様体の運動量写像との関わり，漸
近挙動，特異点の構造，解曲線の可視化など詳細な解析も与えた．とくに,リッチ平坦錐ケーラー計
量の余等質性１スペシャルラグランジュ錐との漸近的関係を明示したことは極めて興味深い．橋本君
は国内の学会・研究集会等で活発に研究発表講演を行い，その研究成果は国際的一流の専門雑誌に掲
載決定されている．この分野の世界的第一人者Mark Haskins教授(Imperial College London)から
も高く評価されている．以上により，本論文は，博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
